











医学生物学研究所・幹細胞研究グループ Marc Leushacke 博士 から、異なる類器官培養方
法の教授を受け、形状の異なる類器官が形成されることも確認した。 
 現施設の現時点では、励起光・Z 軸方向での解像度を満たす顕微鏡が限られており、これま

























サーが 10年ほど前に開発され（Mochizuki et 
al., Nature, 2001）、生きた細胞における分子活
性の時空間情報が得られるようになった。更
に、リン酸化酵素 ERK や PKA の FRET バイ
オセンサーを発現するマウス（FRET-TG）が











法を用いて、低分子量 G 蛋白質 Rac1 の活性
化パターンの時空間的相違があること、それ
を乱すと形態異常が誘導されることを見出






















研 究 期 間：2012年 4月 1 日～2013年 3月 31日 
研 究 題 目：FRETバイオセンサーマウスと Gan マウスを用いた胃癌発生の可視化 
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